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が，しかし， 大学は自分 で考え，自分 で受ける授業 を選ぴ，
それを活用し得る叡知を蓄積する処であります。
今，社会 は急激に変化しており 大学で 学ぶ基礎知識は，
















つぎに諸君が 入学してから， 修 学上生活上などの相談に
ついて適切な指導をしてくれるために 学生部と各 学部に 学






職 員 消 息、・H・H・.....・H・H・H・－－…...・H・.....・H・－－…… 7 Iの向上に切瑳琢磨するに好都合な多数のクラブがあり， 各




昭和46年度入学式学長告辞 ｜ 最後に諸君は如何なる思想を有し， 如何なる 研究を深め
られようが全く自由ですが，一党一派に偏した実践を伴う
行動は厳につつしみ， 学生としての本分 を常に忘れること
本 日 ここにご父兄ならびに本 学教官多数のご臨席のもと ｜ のないよう切望して終りとします。
に昭和4 6年度 入学式を挙行できましたのは本 学の喜びとす ｜ 昭和46年 4月12 日
るところであります。 ｜ 富山大学長 後藤 秀弘
今回 入学を許可された者 は， 文理学部 185名，教育 学部
1 88 名， 経済学部 160名， 薬学部1 00名， 工 学部 300名と 経営
短期 大学部 8 6名であります。




諸君は， 今迄の 学園においては高校 入試あるいは 大学受
験のためつめ込み式の授業 を受けてこられたことでしょう
関 ｛系 令法
／官報 掲＼政 令 〔載 月日 j
恩給給与規則の一部を改正する政令（ 196) 6・2 1











( 8 ) 
府 令
恩給給与細則の-fil)を改正する総理 府令（ 総理 32)
恩給 法等の一部を改正する 法律附則第13条の規
定により給すべき 特例傷病 恩給の請求手続に 関
する総理 府令（ 同 33) 6・21
恩給 法等の一部を改正する 法律の施 行に伴う 恩
給年額の改定及び請求手続に 関する総理 府令
（ 同 34 ) 6・21
省 令
附 則
この学則は， 昭和46年6月18日 から施 行し， 昭和46年4
月 1 日 から適用する。
富山大学大学院薬学研究科規則の一部改正
富山大学 大学院 薬学研究科 規則の一部を改正する規則を
国家公 務員宿舎 法施 行規則の一部を改正する省 ｜ 次のように制定する。
令（ 大蔵52) 7・ s I 昭和46年6月18日
規 則 ｜ 月 1 日 から適用する。
特別 職の一部を改正する規則（ 人 事院1 - 5 )  6・25
俸給等の支給の一部を改正する規則（ 同 9 - 7 )  7・ 1
職員の災害補償の一部を改正する規則（ 同1 6一0) 7・ 1
訓 令
文部省所鰭機 関等 職員 勤 務 評 定実施 規程 の一部
を改正する訓令（ 文部 2 7 ) 6・25
教育 職員に対し時間外勤 務を命ずる場合に 関す
る規程（ 同28) 7・ 5
文部省在外研究員規躍の一部を改正する訓令（ 同29) 7・ 10
文部省本省内部部局 文書 決裁規程 の一部を改正
する訓令（ 同30 ) 7・21
文部省 文書処理規程 の一部を改正する訓令 （ 文
部 ・文化庁1 ) 7・ 21







富山大学 大学院学則 （ 昭和42年5月19日制定） の一部を
次のように改正する。
第 6条の表中






富山 大学長 後藤 秀弘
富山大学大学院薬学研究科規則の一部を改正
する声見貝lj
富山大学 大学院 薬学研究科 規則（ 昭和42年5月19日制定）
の一部を次のように改正する。
第 5条第 2項 を次のように改める。
2 前項により履修した授業 科 目の単位は， 4単位までを
前条に規定する選択 科 目の単位に代えることができる。
附 則




第l回事務協議会（ 6月 8 日 ）
（議 題）
(1) 昭和46年度国立 大学 事務局長会 議について
(2) 国立学校および所轄機 関等庶 務部 課長会 議について
(3) 昭和46年度国立学校会計部 課長会 議について
(4) 昭和46年度国立学校施設担当部 課長会 議について
(5) 昭和46年度国立 大学学生部次長 ・課長会 議について









(2) 富山大学 大学院 薬学研究科 規則の一部改正について
(3) 富山大学 大学院 工学研究科 推せん入学取扱要項につ
-2ー
昭和46年 6月・ 7月号 学
いて




(1) 国大 協 第 3常置委員会について
(2) 国 立大学長会 議について
（審議事項）
(1) 富山大学大学 院学則の 一部改正について
(2) 富山大学大学 院薬学研究科 規則の 一部改正について
(3) 富山大学評 議会・協 議会 規則検討小委員会の 報 告に
ついて
(4) 評 議会の 開催予定について
第2回大学院委員会（ 7月 2 日）
（審議事項）
(1) 昭和46年6月 富山大学大学院薬学研究科（ 修士課程）
の 修了認定 について
(2) 昭和47年度 富山大学大学 院薬学研究科 （ 修士課程）学
生 募集要項 （案）について
(3) 昭和47年 度 富山大学大学 院工学研究科 （ 修士課程）学
生 募集要項 （案） について
(4) 富山大学大学 院工学研究科 （ 修士課程）推せん入学
者の 選考 について
(5) 入学合格者判定の 大学院委員会開催予定 について
第7回評議会（ 7月 2 日）
（審議事項）
(1) 昭和47年度概算 要求 について




(3) 昭和46年5月工学部 機械工学科卒業認定 について
(4) 昭和46年6月経済学部 経済学科卒業認定 について
(5) 年度途中で卒業資格を取得した 者の卒業認定 につい
て
（報告事項）
(1) 国大 協 第48 回総会について





















(1) 国大協 第3 ・ 4 合同委員会について
(2) 学生部長事 務代 理について
(3) 元施設課高田技官に係る汚 職事件 について
(4) 昭和46年7月富山大学大学 院薬学研究科 （ 修士課程）
の 修了認定について
（審議事項）
(1) 昭和46年度特別昇給定 数 （ 教官）の配分について
(2）教官人事について
(3) 富山大学評 議会 ・ 協 議会 規則検討小委員会の 報 告に
ついて
(4) 昭和47年度富山大学入学者選抜方法等および入学者
選抜学 力検査実施教科 科 目等 （案）について
(5) 昭和47年度入学 試験問題作成主任委員 について
(6) 年度途中で卒業資格を取得した 者の卒業認定につい
て
(7) 昭和46年 7月 富山大学経済学部 経済学科卒業 の認定
について








現 '§ 職 氏 名
尾 崎 i羊
文 音E 技 ，民」『 山 田 道 子（薬 寸且a．ー 部）
教 授 手 崎 政 男（文 理， 寸ふ主ゐー 部）
教 授 横 山 泰（文 理 学 部）
教 授 深 井 三 郎（教 育 品寸Lιー 部）
教 授 蔵 島 茂（教 育 A寸Lゐー 部）
教 f受 山 崎 高 感（薬 寸み，，与ー 部）
教 f受 榎 本 三 郎（薬 学 部）
教 授 養 回 実（工 主寸比ー． 部）
教 授 大 井 信 一（工 寸再ιー 部）
回 盛 一 枝
臨 時 用 務 員 ｜
（教育学 部 作 業員） 中 村 武 雄
文 部 事 務 官
（教 養部学務係長） ｜野 村 信 生
（学 生 課教務係 崎 公 文
文 部 事 務 長官Lド｜育工
Ill 国 美佐子
「百「 手 女 川 博 義（工 学 部）
文 音E 技 官． 村 井 忠 郎（工 学 部）
教 務 補 佐 員 中 谷 隆 雄（工 十会主且． 部）
助 手 太 田 篤 志（工 学 音�）
教 授 田 中 久 弥（工 十持ι 部）
富 岡 悦 子
文部省会計実地監査
学 報 第138号
人 事 異 動
異 動 内 n合～・ 発令 年月日 発 令者
文部技官（薬学部）に採用する 46. 6 . 1 富山大学長
助手（薬学部）に昇任きせる II II 






















臨時用務員（教育．学部作業員）に採用する I 46. 6 . 1 0  1 富山大学長
辞職を承認する
学生課教務係長に配置換する 46. 6 . 16 II 
教養部学務係長に配置換する II II 
教務補佐員（教育学部）に採用する 46. 6 . 28  II 
講師（工学部）に昇任させる 46. 7. 1 II 
助手（工学部）に昇任させる II II 
文部技官（工学部）に配置換する II II 
辞職を承認する 46.7. 1 0  II 
富山大学附属図書館工学部分館長に併任する 46. 7 . 13 I文 部大臣グ〉 日48 7 12日まて。
事務補佐員（工学部）に採用する 46. 7 . 16 I富山大学長




施された。 本 年度の会計監査の重点事項は 1.会計経理に
関する法令 等の適用に関する事項 2.予算決算に関する事




昭和46年6 月 ・ 7 月号 学
10. その他について， 以上のとおり全般的にその監査範囲は
広〈， 更に総合的に各 部局についても監査された。 その結果


















昭和4 2 年度 " 
昭和43 年度 II 








報 第13 8 号
学 位取得者









本学永年勤続者表彰式は， 6 月 2 日午前10時から本 部会




工 学 部 井上 浩 附属図書館 永田佐一
0勤続 20年
庶 務 部 土井盛治 庶 務 部 川原富雄
府、 務 部 石野倶行 経 理 部 平崎寛成
学 生 部 平岡幸一 文理学 部 西山勤二
文理学 部 横山 泰 文理学 部 堀 令司
文理学 部 鈴木米三 教育学 部 広瀬棺七郎
教育学 部 古木 寛 薬 学 部 長谷純一
薬 学 部 永田正典 工 学 部 塚山 寛








覚 ｜ 800 i 北陸断における農工一 体化の進行と問題点
修 ｜ 370 ｜ 市場的諸条件の変化の租税の転嫁に及ぼす影響の研究
言果?'c :tL 石汗



















文明，'ti'f!I . !IJJ教校｜ 高 木









助教控十：一平困 山 実 180 Dual-resonance modelの時空的解釈について
助教授 中 普 2 1 0 北陸地方における淡水魚類の分布と生態
19 0 電場効果型表示装置用ネマチyク液晶の開発に関する基礎研究












渡航先国渡航の種類i ぃー 斗；�i 自 職
！竹内 豊三郎 文理学部 i 教
し一一一一_L一一 ｜
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昭和46年6月・ 7月 号 学 報 第138 号
学内レクリェーション 経王室部経理課文部事務官 北川｜ 功
惨排球大会 文理学部
日時 7月 10日 （土）午後l時～5 時 議 師 尾島 十郎
場所 新体育館
入賞 優勝 本部 （A）チーム 文部事務官 桜井 雅楽
次勝 文理・教養 （A）チーム 教育学部
三勝 薬学チーム 講 師 小JI I 洋通
教 諭 荒木 菜
砂釣 大 会
日時 7月25日 （日）午前5 時～1 1時 文部事務官 松井 博文
場所 新湊市新湊漁港沖 薬学部
入賞 一位 南 立作 （工） 助 教 授 小泉 徹
二位 伊藤紀男 （工）
三位 難波恒雄 （薬） 工学部
四位 福山 浩 （ 施） 助 教 授 三日市政司
五位 清水与夫 （薬） E力 手 川田 勉
六位 富田龍二 （ 施） 教養部
七位 田中栄吉 （図） 議 師 小坂 光一
八位 時沢 貢 （工）
職 員 消 息 主 要 日 誌
〈新任者〉 ｜本 部｜教育学部
教務補佐員 川田美佐子 6月2日 永年勤続者表彰式
臨時用務員 回盛 一枝 名誉教授称 号記授与式
薬学部 3 日 学寮補導委員会・補導協議会合同会議
文 部技官 尾崎 i羊 7 日 富山大 学大 学改革準備委員会専門委員会
工学部 8 日 第 1団 事務協議会
事務補佐員 富岡 悦子 10日 第 1回大 学院委員会
一般定期健康診断
〈改 姓〉 14日 富山大 学大 学改革準備委員会専門委員会
庶務部庶務課 14～16日 文部省会計実地監査
技能補佐員 石井チイコ （旧姓・岩瀬） 17日 第5回補導協議会
経理部経理課 18日 第6 回評議会
文部事務官 北川 功 (I日姓・細野） 2 1日 公務員宿舎委員会
第 1回授業料減免選考委員会
〈住所変更〉 富山大 学大 学改革準備委員会専門委員会
庶務部庶務課 会計係長会議
技能補佐員 石井チイコ 22日 レクリェーション委員会
庶務部人事課 24日 第6回補導協議会
文部事務官 野口 隆 第2回授業料減免選考委員会




















































9 ～10日 日教協・第二部 会評議員会 （於私学会館）
10日 特別教職課程委員会
附属中学校遠足
































































































































編 集 富山 大 学庶務 部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
印刷所 株式会社 巧 す 令
富山市新桜町2-22 
電話＠1 9 7 7 （代）
